
酪農光熱動力費高騰対策事業参加申込書（別添様式第1号）に令和６年
度以降も酪農経営を継続することなどを誓約し、事業主体に申請。

１ 県内の農場において酪農業を営んでいること
２ 補助対象者として不適当ではない者
３ 令和６年度以降も経営を継続する方

みやぎの酪農農業協同組合
宮城県酪農農業協同組合
全国農業協同組合連合会宮城県本部

１ 令和７年１月１日に飼養している乳用種雌
（２歳以上） １頭あたり3,000円

２ 令和７年１月１日に飼養している乳用種雌
（１歳以上２歳未満） １頭あたり750円

令和７年１月１日に飼養している乳用種雌

酪農光熱動力費高騰対策事業

事業概要

取組主体

助成単価（定額）

事業実施主体

申請に必要なもの（取組主体）
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令和６年度以降も酪農経営を継続し、他畜種に比べ光熱動力費
の負担が大きい酪農経営に対し、掛かり増し経費の一部を支援
するもの。



酪農経営体が申請に必要なもの



事業のスケジュール

１月下旬
・取組主体から事業実施主体へ書類
提出

２月下旬
・事業実施主体が、対象牛の個体識
別情報を入手。
・補助金交付申請
・補助金交付決定、概算払い請求
・概算払い

・実績報告
・履行調査、額の確定

３月中旬


